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Isabelle ou Le Journal amoureux d'Espagne 
は Madalne de La Fayette の作品だろうか?
-lsabelle ou Le ]ournal an10ureux d'Espagne, La 




1959年， ~arc Chadourne 氏は米国の古港 Baltimore に於いて， ha­
belle ou Le Journal anl0UreUX d'Espagne としヴ作者不明の短編小説を
発見， 1961年，同小説を ~me de La Fayatte の作として発表した。 この
推定には既に幾人かが反論している。ここで‘は問題の作品が果たして~me
de La Fayette の作と考えられるか否かを語葉の点から調べる。本論に入
る前に以下の事を前置さする。
1. Isabelle ou Le Journal amoureux d'Espagne と La Princesse de 
Cl色ves と Zaïde の三作品を比較。以後三小説を順に 1， C, Z と略す。比




比較。語の選択には L'Élaboration du fran軋is fondamental (1 er degrの
の Liste des mots par fr駲uences décroissantes を利用。
3. 同一作者でも初期の作と後期の作とでは使用語繋が変化する場合があ
る o よって執筆年代の異なる作品閣の語棄の比較は無意味である。 I の執
筆年代不明(出版は1675年〉のため， 1 が C (Z 刊行後執筆。 1678 年刊行)，
Z (1668年想を練り始め 1670'"'-'1671 年刊行〉より以前に執筆された場合を
考慮し，必要に応じて La Princesse de ~ontpansier (1662年執筆刊行。
~me de La Fayette の処女作。以後 M と略す〉とも比較する。
4. 三作品の長さを単語数で推定 (5~ぢ任意抽出〉した結果，その長さの
比は 1 : C : Z= 1 : 2.477 : 3.369 であった。
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5. 語棄の出現率の検定のため χ2 分布を利用する。
? ~ (Oi-Ci)2 
χ“=十 Ci
Oi= 或単語の作品 i での実際の出現数
Ci =その単語の作品iでの理論上の期待値 (i は 1， C, Z の何れかの
うちのこつ〉
例 afin que の I 対 C の χ2 を求めると以下の通り。
仮説1.同一作者の二作品では，作品の内容に拘わらず一般的に使用され
る単語の各作品に於ける出現率は等しい。
仮説 2. 1, C, Z の三作品は総て Mme de La Fayette の作品である。
注仮説 2 が帰無仮説である。
01 = 7 回， Oc=3 回(第一章の表参照〉。作品の長さの比は， 1: C=l 
: 2.4770 従って仮説に基づけば
CI=(7+3>× 1 円均 2.8761 +2. 47 
2.477 
Cc=(7+3) X , ~'O""A''7'''' ..7.124 1 +2.4
? (01ー CI)21(Oc一 Cc)2 ー〈7一 2.876)2 I (3-7.124)2 χZ=CI+Cc-2.876+7.124h8.301 
〈小数第四位を四捨五入〉
尚，自由度 n' =n-1 は，今の場合 I と C の二つを比べたのでが =2-1
で 1 である。自由度 1 ，危険率 5%の時の f の値は 3.841 である。従っ
て χ2_値>3. 841 なら，誤まる率 5%で比較したこ作品は異なる作者の作
と考えられ， χ2_値<3.841 なら，比較したこ作品は異なるこ人の作家の
作であるとは考えトれない。例の afin que の x2-1直は 3.841 より大きいの




(1) 1 のみが C， Z と作者を異にすると考えられる場合 (1 対 C， 1 対 Z
の各々の χ2_値>3. 841) 
(2) C のみが 1， Z と作者を異にすると考えられる場合
(3) Z のみが 1， C と作者を異にすると考えられる場合
(回二組の -l-値<3.841，他の一組の x2-値>3.841 の場合， (例) 1 と C，
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は全体的にとらえて検討する。尚， (剖の (2) ， (3) , (B) , (C), (D)に属す語の詳細
は最後に一覧表として載せておく。
第一章 接続詞 (64語，うち52語は後の一覧表に掲載〉
前置きの 6 で述べた凶)の (1)に属す接続詞(12語〉
• 1 にのみ出現する語
実際の出現回数
I C Z I 対 C
dをs que 19回 0回 0回 47.063 
outre que 6 。 。
tandis que 6 。 。 14.862 
• 1 にのみ出現しない語
χ2 ーイ直




l I_1 _~____I_ _. z 1 1 対 CIC対 z 1 1 対 Z
n饌nmoins 1 0回 1 59回ω細川 77回 ω9白川 4 制 1 1. 376 113. 192 
注 ( )内の数字は C と Z の作品の長さを I に等しくした場合の C ， Z に於ける各
語の出現数。即ち， C , Z に於ける実際の出現数を夫々 2.477 と 3.369 (前置きの 4
参照)で割った数。
I16arlIIloins は C， Z に於いて等しく 2.6頁に 1 回の割合で出現する (Gar­
nier J授を基準とする〉。これら二作品に斯くも頻繁に出現する語が I に於
いて一度も現われないという事は注目に価するの 然もとの語は M (Mme 
de La Fayette の処女作〉にも La Contesse de Tende, Henriette d' Angｭ
leterre にも出現する。斯様に Mrne de La Fayette の初期から後期に亘
る諸作品(然も短編〉中に出現するのだから， 同作者が I に於いてのみ
nるanmoms を使わなかったと考えるのは極めて不自然である。
pendant que 1 0 I 11(4.4) I 13 (3.9) I 4.441 1 0.1181 3 籾
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pendant q ue Vl. M にも冒頭から出現する。よって語集変化説は成立し
ない(前置きの 3 参照〉。先に挙げた同義語の tandis que は対照的に I に
のみ出現する。ここでも I が C， Z と著しく異なる。
S耐 que 1 0 1 28 (11.3) I 33(9.8) ¥ 11 制 I 0.312 I 9. 795 
sit? que は M にも出現する。先の同義語の dès que 又，後に挙げる h
peme.........que は I にのみ使われている〈後者は C にも一度出現〉。同じ作者
が I に於いてのみ気分を変えて sitôt que 又は à peine.........que ばかりで(然















pourtant 11 11 (4.4) 8 (2.4) 1. 376 13.192 
si bien que 9 。 1 (0.3) 22.293 O. 735 25.519 
tel ....que 9 。 1 (0.3) 22.293 0.735 25.519 
• 1 に於ける出現率が低い語
I c I z I I 対 clc対 zI I 対 Z





I C Z I 対 C C 対 Z I 対 Z
?pl・ésent 4回| 0 回 0 回 9.908 。 13.476 
同義語。 prるsentement は(D)の場合に属す。
…同nent 1 2 1 0 I 0 I 4.954 I 0 ? ?qδ 可t? ?
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désormais, nullement, peu ?peu の出現数も avantagenlent と同様。
derechef I 3 
pr馗ipitamment I 4 













I c I 
plusie山由|州四(6.1 @J) I 
zI 1 対 clc対 zI 1 対 Z
阻 (5.6回) I 6.0561 0ω1 5ω 
plusieurs fois は M に 3 回出現する。 同義語の quelquefois (quelques 
fois も含む〉は(A)の (2)の場合に属す。
• 1 に於ける出現率が高い語
6回| 四0.4回) 1 
Z |I 対clc対 z1 1 対 Z
111.082 I 1.360 1 20.214 adroitement 0回
adroitetnent は C に一度出現するが，これは M. de Nemours が Mme de 
Cl色ves の小さな肖像画をテープルの上から盗む時の描写に使われ， r素早
く J rナッと」という意味で‘あるの他方， 1 に出現するこの語は総て人を
騎したり陥れたりする、巧みさグの形容に使われている。従って二作品に於
ける adroitement には大きな感じの相違がある。 この語は M にも一度出
現するが I の場合の様な暗い意味は無い。
assurるment 15 1 (0.4) 5 (1.5) 32.983 1.588 30.772 
autrefois 12 2 (0.8) 2 (0.6) 22.164 0.954 31. 309 
bient? 22 17 (6.9) 24 (7.1) 14.552 0.014 16.208 
d'abord 27 22 (8.9) 32 (9.5) 16.595 0.058 17.491 
るternel1ement 3 1 (0.4) 2 (0.6) 4.174 0.100 3.902 
fort 19 17 (6.9) 32 (9. 5) 10.135 1.182 5.964 
fort の同義語の fortelnent は闘の場合に属す。
heureusement 3 1 (0.4) 2 (0.6) 4.144 0.100 3.902 
infiniment 9 1 (0.4) 2 (0.6) 18.304 0.100 21. 643 
naturellement 5 1 (0.4) 1 (0.3) 8.721 0.048 12.420 
promptement 5 2 (0.8) 3 (0.9) 6.220 0.011 7.112 
secr鑼ement ，。、 1 (0.4) 。 4.144 1.360 10.107 










2 (0.6) ;121:;;l:;; 
|1 I c I z 1 1 対 clc対 z 1 1 対 Z
beaucoup de 1 4 1 51ω6) 1 58 (17.2) 1 12 似 1 0.7251 9 似





べた様に Liste des mots par frるquences d三croissantes の 1---1063 番迄に






C Z I 対 C C 対 Z I 対 Z
adroit 3回 0 回 0 回 7.431 。 10.107 
l稍he 7 。 。 17.339 。 23.583 
malhonn黎e 2 。 。 4.954 。 6.738 













|1 1 c I z I 1 対 clc対 z I 1 対 Z
contraint 1 0回|四 (4.4回) I 14回 (4.2回) I 4.441 1 0.0271 4. 156 
実は contraint は contraindre の過去分詞として出現する。 unecertaine 
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conversation contrainte (Z) 以外は総て紅白と結合して使われている。












1. 634 I 10.982 
0.153 I 4.156 
(impossible) と (possible) C恒)の場合に属す〉とを合わせて三作品中に
どの様に現われるかを詳細に調べると以下の通りである。
possible について 肯定形 | 否定形
1 I c 1 z 1 1 1 c 1 ~ 
il [estJ possible que 0 回 7 回 18 回 0 回 0 回 0 回
il [estJ possible de 1 。 5 3 。 。
il [estJ possible 1 6 9 。 。 。
trouvez-vous possible 。 。 1 。 。 。
2 回f13回 1 33 回 -11-3 回 I 0 回 I 0 回
注 [ ]内の動詞の時制は変化する。疑問文か否かは無差別。
impossible について 肯定形 | 否定形
1 1 c 1 z 1 1 1 c 1 z 
il [estJ impossible que 0 回 5 回 4 回 0 回 3 回 3 回
il [estJ impossible de 。 7 21 。 。 。
il [estJ impossible 。 。 3 。 。 1 
[trouvez]ー (vousJ 。 1 1 。 。 。impossible 
on croyait impossible 。 。 1 。 。 。
elle me parut impossible 。 1 。 。 。 。
chose(s) impossible(s) 。 2 2 。 。 。
ce qui [estJ impossible 。 。 1 。 。 。
計- 0 回 I 16 @]1 3 @]-IIι戸|吋 4 回
注 ( J 内の主語は変化する。
(possible) については x2-値から言うと， 1 は Mme de La Fayette の作で
ないとは言えない。 併し I では出現回数 5 回のうち 3 回が否定形〔即ち
(impossible) の意味〕であるが， C と Z では否定形は一度も出現しない。
代りに後の二作品では(impossible) の肯定形が使われている。 1 には




C対 z I 1 対 Z
一一7.431 I 1.470 I 3.902 
24.266 I 0.236 I 38. 787 
8.841 I 0.020 I 9.478 
































Z に於ける唯一の channant は: Je trouvai 1a personne de B?asine 
tr鑚 charmante という補語として出現する。ところが I に於ける 7 回の
charmant のうち 6 回は名詞の前に直結し(例 1a charmante Isabelle) , 
あとの 1 回は名詞の後に直結して直接名詞を形容する。 Z では charmante










































































I に於ける同じく (A)の (1)の場合に属すが，
噌
Eム










との語が三作品に出現する正確な表現は， 於 1 : ces petits efforts, ce 
petit troub1e, aux petites gens (つまらぬ女達)， un petit de co1ère, que1・
que petit 駱anchement de 1a joie, au petit jour, des petits soins, 1eurs 
petits soins, un petit amour, au petit an1our, un petit secret, jouer de 
8 (2.0) 5 (petit) 
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主坐雪 tours， un petit bois, un _.E竺it 叫et de conso1ation, une peti竺 scène
muette de soupirs, une 穃e basse et 巴坐ち 1a nloindre p竺空 e百ort， mi1-
1e petits sentiments, un petit si色ge， 1es petits nla1heurs, un petit voyage 
於 C: un p竺空 corps， 1a 陸生全 bande， un 主tit portrait，出1 petit ruisｭ
seau, un petit bois 
於 Z: un p竺さ port， un p竺空 rU1sseau, une .2竺空e barque (2 回)， un 
petit 1it, une petite るtnience， une petite p1ace, une笠些e rue 
上の事から分る様に C と Z に於いて (petit) が形容しているのは総て
具象名詞である。物の小さい事を表現していて如何なる作者でも必然的に




















c 1z 1 1 対 cJc対 Z1 1 対 Z
2剛1 叫 2削 5回) 1 9.0691 3.805 1 4.480 (dificile) 
I に出現する唯一の (diffici1e) は: 1a mod駻ation est d'un usage aussi 
difficile という表現であるが，他の二作品の (di伍ci1e) の殆どは非人材、表
現と共に出現する。
extraordinaire I 2 I 27 (10.9) I 40 (11. 9) 
(malheureux) I 6 I 27 (10.9) I 48 (14. 2) 





























il [estJ constant 4回 0 回 0 回que 





I 対 C C 対 Z I 対 Z
9.908 。 13.476 
4.954 。 6.738 
I 1 対 clc対 zI 1 対 Z
semble 0回 I 18回 (7.3回) I 16回 (4.7回) I 7.267 I 1.176 I 5.046 
di伍cile
il [estJ impos- 。 15 (6.1) 32 (9.5) 6.056 I 2.104 I 9.298 sible 
il [meJ para羡 。 15 (6.1) 22 (6.5) 6.056 I 0.051 I 6.530 que 
注 [ ]内の me は変化する。又無い事もある。
il [me] para羡 que は M に出現しない。 従って語葉変化説を採る事も
出来るが， M は短編 (Garnier 版で29頁〉であるから出現しなくても不自然
ではない。 di伍cile の非人称表現についても同様。 il [est] impossible は
M にも一度出現する。
• 1 に於ける出現率が高い語
|1 I c I z II 対 clc対 ZI 1 対 Z
il [me] [se叩:J\ 2@]¥ 20回 (8.1@]) ¥ 27回 (8.0回) ¥ 4.154 ¥ 0.0州 4.202
第一章~第四章の結論として，接続詞，副詞，形容詞s 非人称表現の(A)
--(闘の場合に属す語数を纏めると以下の通りである。
(A)の(1) (A) の (2) (A)の (3) (B) (c) 同 計
接続詞 12~吾 2語 4~吾 11語 1語 34語 64~吾
;IJ 詞 25 2 2 13 。 119 161 
形容詞 28 1 4 19 2 69 123 
非人称表現 6 1 。 1 。 4 12 




事を示す単語数 (71語〉も，又同様に C，或は Z だけが夫々他の二作品か
ら隔たっている((刈の(2)，或は(3)] 事を示す単語数 (6 語， 10語〉も総て
等しいと考えられる。そこでこの 71， 6, 10 という数字が有意であるかど
うかを χ2ー値によって検定する。
























ー 91. 517 
自由度， d=2 の時の 0.1%の危険率での χ2=13.815 で χ2=91.517>
13.815 あるから最高度に有意である(即ち， 1 は C， Z と同じ作者の作品
でないと判定して誤まる可能性は 0.1% よりも遥かに小さい〉と言える。
上の様に帰無仮説〈前置きの 5 でも仮説 2 として設定〉は捨てられ， 1 
は Mme de La Fayette の作品とは考えられない。
第五章 χ2 分布
或母集団〈母集団とは出現率が一定であるとし、う性質を持ったものの集
まり〉から抽出した標本で、作った χ2 分布， 及び I と C， C と Z， 1 と Z と
いう三組の χ2 から得られた分布は以下の通りである。
"-
¥ Z、2、、ー、\ぜ\¥ I 対 C C 対 Z I 対 Z正規分布表 実際の値|期待値 l実際の値|期待値 実際の値l 期待値
¥ 
。
0.000157 - 1 3 (3.3) 1 (3.2) 2 (3.4) 
0.00393 - 4 1 (13.32) 5 (12.8) 2 (13.6) 
0.0158 5 7 (16.65) 15 (16.0) 12 (17.0) 
0.1015 一 15 23 
(49.95) 45 (48.0) 15 (51. 0) 
0.455 25 61 (83.25) 37 (80.0) 56 (85.0) 
1. 325 25 54 (83.25) 76 (80.0) 6 (85.0) 
40 
2. 706 一
15 71 (49.95) 80 (48.0) 45 (51. 0) 
3.841 5 20 (16.65) 18 
(16.0) 49 (17.0) 
6.638 一
4 43 (13.32) 26 (12.8) 33 (13.6) 
00 










s、、 340 320 333 100 計
正規分
三組の組合わせに於ける合計が異な
)内の数字は， 1 対 C ，
333 320 340 布の数に各々一一一一一ーを掛けた数100' 100' 100 ~J~'J I~H 
るのは，全 360 語の中から I 対C に於ける出現回数が O 回対 O 回(同様にC対 Z ，
I 対 Z に於ける 0 回対 O 回も)でがー値=0 という語数を差引いたため。何故なら
或作品で用いられない単語の数は無数であるから母集団から得られたx2一分布との
違いは問題にならないから。正規分布表(理論的百分率分布)についてはスネグカ









o p ~ ~ 0 0 ..:..-~個師 0

































































C 対 Z の分布の間で χ2_1，直を求めると次の通りで
ある。
若し C 対 Z の分布が同じ母:集団から任意に抽出した標本で、作られたも
のなら〈即ち，、同一作者の二作品に於ける或語の出現率は等しい"という




χ2_ (113ら2)2+ 〈5-12.8)2 十 (15-16)2+(45-48)2 十〈37-80)2
12.8 16.0 48.0 80.0 
+ (7~=-~0)2 + (80.=-~8)2 + (1~=-1~6)2 + (26~~1:. 8)2 + (17=-~. 2)2 十十
80.0 48.0 16.0 12.8 3.2 
. . 124.45 
自由度 9 で危険率 5%での χ2=16.619 ， 1 %では 21.616 ， 0.1%では
27.877 である。明きらかに χ2=124.45>27.877 で最高度に有意である。
即ち同一作者の二作品でも出現率は等しくないと断言して誤まる可能性は
0.15ちより遥かに小さい事になる。同様に母集団から得られた f 分布と I




若し， 1, C, Z が同一作者の作であれば仮説 1 (前置きの 5 参照〉に対す
るずれは等しいと考えられるからである。
(124.45+779.69+1082.35) 期待値= ~---- • ---:., -. ~-~-. ~~/ '.662.16 
3 
χ2 _可否{(124 必ー662.16)2+仰 69-662.16)2
+(1082.35-662. 16)2} 
ー 723.8
自由度 2 の時の危険率 0.1必の χ2=13.815
故に χ2=723.8>13.815 で最高に有意。従って 1， C, Z が同一作者の作
でないと断言して誤まる可能性は 0.1% より遥かに小さい。ととでも I は
Mme de La Fayette の作でないと言える。
第一章から第五章のあらゆる検討結果を総合すると，語葉の出現率の点









C Z I 対 clc対 z I 1 対 Z
et 614回 1749回 (706.1回) 2075回 (615.9回)
tellel11ent....que 。 16 (6.5) 9 (2. 7) :21;|;:;: 
(剖の (3)の場合に属す接続詞 (4 語〉
au l110ms 0回 3回(1. 2回)
de sorte que 9 14 (5.7) 
Iorsque 13 38 (15.8) 
m 26 60 (24.2) 
(B)の場合に属す接続詞 (11語〉
C 
cependant 19回 20回 (8.1回)
donc 11 12 (4.8) 
ensuite 3 27 (10.9) 
cOl11me Sl 7 9 (3.6) 
enfin 21 71 (28. 7) 
quand 35 64 (25.8) 
amsl 11 14 (5. 7) 
bien que 。 2 (0.8) 
du l110ins 4 11 (4.4) 
ou 22 64 (25.8) 
SOlt que....ou 
1 que 5 (2.0) 
(c)の場合に属す接続詞( 1 語〉
l1 1 c 1 
puisque 1 2叫 19回 (7.7回 )1
ω)の場合に属す接続詞 (34語〉
、.
a moms que 
、
apres que 









14 (5. 7) 
3 (1.2) 
1 (0.4) 
23回 (6.8回) 1. 211 10.121 6.827 
4 (1. 2) 1.207 9.246 15.818 
116 (34.4) 0.266 19.745 11. 996 
48 (14.2) 0.091 7.691 6.288 
Z I 対 C C 対 Z I 対 Z
41回 (12.2回) 7.582 2.294 2.620 
27 (8.8) 4.081 2.149 0.790 
30 (8.9) 5.153 0.583 3.559 
7 (2.1) 1.755 1. 263 5.830 
114 (33.8) 1. 581 1.207 4.113 
77 (22.9) 2.100 0.527 4.437 
39 (11. 6) 2.834 5.525 0.022 
11 (3.3) 0.807 3.877 3.265 
4 (1. 2) 0.032 5.890 3.332 
50 (14.8) 0.424 8.854 2.398 
。 0.428 6.601 3.369 
z / 1 対 c/c対 Z / 1 対 Z



















8 (3.2) 20 (5.9) 0.597 2.183 0.118 
avec 289 (116. 7) 401 (119.0) 0.011 0.067 0.007 
de crainte que 。 1 (0.4) 1 (0.3) 0.404 0.048 0.297 
par 1a peur que, pour peu que の出現回数も de crainte que に同じ。
de peur que 1 2 (0.8) 3 (0.9) 0.031 0.011 0.010 
depuis que 2 13 (5.2) 16 (4. 7) 1. 742 0.072 1. 415 
de telle sorte 。 1 (0.4) G 0.404 1. 360 。que 
devant que 。 7 (2.8) 12 (3.6) 2.826 0.238 3.562 
d'une sorte q ue 。 2 (0.8) 2 (0.6) 0.807 0.954 0.594 
d'une telle 。 3 (1. 2) 3 (0.9) 1. 211 0.143 0.890 sorte que 
encore 44 113 (45.6) 148 (43.9) 0.041 0.092 0.0009 
en e妊et 8 11 (4.4) 16 (4. 7) 2.778 0.029 1. 483 
en sorte que 2 11 (4.4) 16 (4.7) 1.135 0.029 1. 415 
日lals 131 285 (115.1) 438 (130.0) 1. 513 2.577 0.006 
malgr? que 1 。 。 2.477 。 3.369 
ne pas seule- 2 5 (2.0) 2 (0.6) 0.0001 2.421 1. 666 ment"""mais 
parce que 14 36 (14.5) 39 (11.6) 0.014 0.974 0.373 
par cons駲uent 。 1 (0.4) 。 0.404 1.360 。
pms 。 2 (0.8) 3 (0.9) 0.807 0.011 0.890 
quelque 
quelque"""dont 23 (9.3) 43 (12.8) 1. 488 I 1.529 I 0.090 
quelque"""que 
qUOlque 13 50 (20.2) 54 (16.0) 2.030 1. 388 0.461 
quOl que 3 4 (1. 6) 6 (1. 8) 0.679 0.023 0.556 
sans que 6 19 (7. 7) 26 (7. 7) 0.277 0.0004 0.311 
sll10n que 。 2 (0.8) 3 (0.9) 0.807 0.011 0.890 
sl"""que 59 138 (55.7) 214 (63.5) 0.134 1. 444 0.252 
soit"""so咜 1 。 。 2.477 。 3.369 
tant?"""tant? 。 。 1 (0.3) 。 0.735 0.297 
toutefois 1 2 (0.8) 3 (0.9) 0.031 0.011 0.010 
tout"""que 2 1 (0.4) 2 (0.6) 2.104 0.100 1. 666 
副詞
(刈の (2)の場合に属す副詞 (2 諮〉
実際の出現回数 χ2_値
I C Z I 対 C C 対 Z I 対 Z
assez 38回 52回 (17.4回) 105回 (31. 2回) 7.958 5.500 1.100 











5 (1. 5) 







C 対 z I 1 対 Z
2.382 I 0.725 I 6.154 
0.679 I 2.900 I 6.154 
4.441 I 0.955 I 2.671 
2. 382 I 2.270 I 3.902 
一一-
4. 954 I 1. 470 I 1. 666 
3.993 I 3.455 I 0.240 
2.826 I O. 702 I 4. 156 
0.028 I 4.081 I 3.369 
2.019 I 4.123 I 0.297 
1. 615 I 5. 441 I 0 
1. 368 I 7.976 I 0.833 
2.816 I 4.352 I 0.294 




2回 (0.8回) 1回 (0.3回)
4 (1. 6) 1 (0.3) 
11 (4.4) 9 (2.7) 
2 (0.8) 。
。 2 (0.6) 
6 (2.4) 19 (5.6) 
7 (2.8) 14 (4.2) 
3 (1. 2) 。
5 (2.0) 1 (0.3) 
4 (1. 6) 。
8 (3.2) 1 (0.3) 
12 (4.8) 6 (1. 8) 


























C対 z I 1 対 Z
2.176 I 0.829 
O. 725 I 3.258 
3.788 I 1. 542 































































主 la fois 
alors 
、、
























aveuglるlnent， extraordinairement, 1るg色lelnent， lenteme-nt, opinatreｭ
ment, par la suite, par quel hasard, quelques lnoments, uniquement, 















bonnelnent, comlne quoi, constamment, curieusement, dﾈ.s lors, 
finement, franchen1ent, furieuselnent, galamn1ent, impunément, in・
nocenlment, intelligiblement, raisonnablelnent, solennel1ement, souvrai・
nelnent, sur子吋"-寸le
に同じ。
bien des fois I 0 I 1 (0.4) I 0 ハu? ?月huqο 4,A d性? ?? ??
certainement, de temps en temps，日xement， ha bilement, l馮itime-
ment, malaisétnent, n10rtellement, nouvellement, rapidement, succinc-
tement, tout ?l'heure も bien des fois に同じ。
brusquement 4 3 (1. 2) 4 (1. 2) 2. 752 0.001 3.332 
cent fois 1 3 (1. 2) 1 (0.3) 0.028 1. 744 0.833 
clairement 1 1 (0.4) 2 (0.6) 0.440 0.100 0.185 
commod駑ent 。 。 3 (0.9) 。 2.205 0.890 
dangereusement, fid色lelnent， peut-être, vraisemblablement も commo・
dément に同じ。
C帥
pro刀fおondる白men此1北t， v吋mg以t fお01担S も C∞onf釦us託6白白men凶1北t に同じo
C川nueμ| 。 1 (0.4) 1 (0.3) 0.297 ment 
distinctement, expressるnlent， fondement , froidement, hautement, 
pour quelque temps も continuel1ement (!C..同じ。
davantage 12 18 (7.3) 21 (.6.2) 3.395 

















































































































































































































































































































































































































































tant de fois 
tout ?coup 










































































































































































































11回 (4.4回) 12回 (3.0回)
5 (2. 0) 14 (4.2) 
31 (12.5) 56 (16.6う
3 (1. 2) 7 (2.1) 
11 (4.4) 8 (3.2) 
39 (15. 7) 20 (5.9) 
18 (7.3) 15 (4.5) 
3 (1. 2) 1 (0.3) 
9 (3.6) 4 (1. 2) 
73 (29.5) 66 (17.6) 
8 (3.2) 30 (8.9) 
10 (4.0) 4 (1. 2) 
。 10 (3.0) 
20 (8.1) 12 (3.6) 
12 (4.8) 5 (1. 5) 
8 (3.2) 。
1 (0.4) 19 (5.6) 
7 (2.8) 2 (0.6) 





































































































































































































































19 (7.7) 24 (7.1) 
2 (0.8) 1 (0.3) 
1 (0.4) 3 (0.9) 
35 (14.1) 69 (20.5) 
1 (0.4) 。
1 (0.4) 1 (0.3) 
11 (4.4) 10 (3.0) 
1 (0.4) 。
2 (0.8) 7 (2.1) 
11 (4.4) 27 (8.0) 
7 (2.8) 9 (2.7) 
5 (2.0) 5 (1. 5) 
14 (5. 7) 14 (4.2) 
24 (9. 7) 21 (6.2) 
2 (0.8) 2 (0.6) 
。 1 (0.3) 
8 (3.2) 8 (2.4) 
。 1 (0.3) 
7 (2.8) 9 (2.7) 
。 4 (1. 2) 
3 (1. 2) 10 (3.0) 
3 (1. 2) 4 (1. 2) 
8 (3.2) 4 (1. 2) 
2 (0.8) 1 (0.3) 
1 (0.4) 7 (2. 1) 
1 (0.4) 。
。 1 (0.3) 
6 (2.4) 10 (3.0) 
4 (1. 6) 8 (2.4) 
3 (1. 2) つd (0. 9) 
9 (3.6) 9 (2. 7) 
































































































































































































































































































































































































































































Z I 対 C
il y [aJ+年月 0回 1 13回 (5.2回 )1 5回(1. 5回 )1 5.248 
I 対 Z
1. 484 
出)の (3)の場合に属す非人称表現 (0 語〉
(B)の場合に属す非人称表現( 1 語〉
|1_1 c 1 Z 1 1 対 clc対 z 1 1 対 Z
ily[a]+22P135回 1 100回 (40.4回 )1 92回 (27 叫 0.529 1 7ω1 1. 570 
(c)の場合に属す非人称表現 (0 語〉
(D)の場合に属す非人称表現 (4 回〉
il [estJ possible 
il [estJ vrai que 
il [fautJ que 

















I 対C C対 Z I 対 Z
0.008 3.349 1. 843 
0.553 1. 556 0.010 
1. 498 0.376 2.719 
2.444 0.027 2.236 
Isabelle ou Le Journal An10ureux D'Espagne, Soci騁? des ﾉditions Jeanｭ
Jacques Pauvert, 1961. 
La Prﾎncesse de Cl色ves， Textes Litt駻aires Français; 丘dition Illustr馥 
Classiques Garnier. 
Zaïde, ﾉdition Illustr馥 Classiques Garnier. 
(大阪大学文学士)
